


























　これを解明するために本論文では、雑誌『中国青年』（1978 年～ 2008 年）を研究対象
にした。『中国青年』は中国共産党の下位組織に当たる共産主義青年団中央の機関誌とい
う政治的色彩の強い雑誌であるが、90 年代以降市場経済の時代を生き延びるために度重




































から 2003 年まで『中国統計年鑑』の「毎号平均印刷部数 50 万冊／ 40 万冊／ 25 万冊を超
えた雑誌ランキング」コラムに継続的に登場するのが、『中国青年』、『青年文摘』、『青年
一代（上海）』、『山西青年』、『遼寧青年』、『深圳青年』、『福建青年』（のちの『青年博覧』）
の７誌であるが、図１からわかるように、1980 年に 350 万部の発行部数を誇っていた『中











１　鄭鳳媚 2007「網絡時代青年期刊発展的挑戦与対策思考」『決策管理』2007 年第３号；範国平 2010「新
媒体環境下対伝統青年類期刊的反思」『青年記者』2010 年第6期。
図１『中国青年』雑誌を含む主要青年雑誌の毎号印刷部数の変化（単位：万部）
出所： 『中国出版年鑑』1980 ～ 2003 各年版より筆者作成（ただし、『中国青年』の 1981 年のデータを
入手することができなかった。）










る近代中国女性』がある。そこでは 30 年代～ 40 年代に発行された中国雑誌『婦女雑誌』
について、雑誌研究や女性史研究、ジェンダー研究などの角度から多角的に分析が行われ
ている２。
　宮頴麗（2005）は、メディア出版の角度から中国の 80 年代～ 90 年代初頭の雑誌出版に
ついて大まかな紹介をしている３。また中国伝媒大学教授の黄昇民（2005）は「中国の活

















５　李巧宁 2004「1950 年代『中国青年』塑造的革命青年形象」『経済与社会発展』2004 年第 11 号；
蘇宝俊「从『中国青年』看建国初的青年理想教育」『広西青年幹部学院学報』2007 年第 9 号。











　1978 年から 2008 年までの 30 年あまりの間に発行された『中国青年』の中からサンプ






息後の復刊号に当たる 1978 年 10 月号（第２号）から、５年ごとに 10 月号を選び、計７
号を抽出した。ただしそのうち、1998 年 10 月号の第 10 号は、1999 年からの改版（月２
回発行、上半期号は総合版、下半期号はダイジェスト版）のダイジェスト版の試刊号であ
り、ページ数が 48 ページから 80 ページに変わっているのみならず、ダイジェスト版とあっ
て内容もほかの雑誌からの引用が殆どであるため、サンプルとしては不適切と判断し、そ
の代わりに、創刊 75 周年に関する内容も一部含まれている 11 月号、即ち 1998 年第 11 号
をサンプルに選んだ。
　サンプルとしたのは具体的には下記の号となる。
・70 年代：1978 年 10 月号（第２号）
・80 年代：1983 年 10 月号（第 10 号）、1988 年 10 月号（第 10 号）
・90 年代：1993 年 10 月号（第 10 号）、1998 年 11 月号（第 11 号）
・00 年代：2003 年 10 月号（第 19 号８）、2008 年 10 月号（第 19 号）
７　吕海燕 2004 「对『中国青年』雑誌五十年読者来信的内容分析」『中国青年研究』2004 年第 7 号；




行となったので、９月号は第 17 号、18 号の２冊が発行されている。2003 年と 2008 年のサンプルは、
10 月号の上半月版に当たる 19 号を選んだ。
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２　周年記念の内容から見る雑誌の自己認識の変化
　本節では、1978 年～ 2008 年の間に見られる七回の周年記念に関する記事を整理し、雑
誌として何をもって自らの価値を定義しようとしているのかという点を中心に、雑誌の自
己認識の変化を確認していきたい。具体的には、本研究のサンプルとして抽出した号、す
なわち 55 周年に当たる 1978 年 10 月号、60 周年に当たる 1983 年 10 月号、70 周年に当た
る 1993 年 10 月号、75 周年に当たる 1998 年 11 月号、80 周年に当たる 2003 年 19 号、85
周年に当たる 2008 年 19 号が資料となる。結論を先取りすると、80 年代前半に見られた
政治的価値の評価から、読者の承認による価値の評価へと少しずつ移行してきており、90
年代後半に至っては読者の承認をもって雑誌の価値を評価し、2003 年以降は歴史あるユ
 ① ② ③ ④
 ⑤ ⑥ ⑦
① 1978 年 10 月号（第２号）「青春を新たな長征に捧げる」
② 1983 年 10 月号（第 10 号）「滦河の水を引く工事に参加している戦士」
③ 1988 年 10 月号（第 10 号）「中国共青団五四奨章」
④ 1993 年 10 月号（第 10 号）タイトルなし
⑤ 1998 年 10 月号（第 10 号）タイトルなし
⑥ 2003 年 10 月号（第 19 号）「国際的に著名なバイオリスト、呂思清氏」
























b）1983 年 10 月号
　1983 年 10 月は創刊 60 周年に当たる月だが、10 月号には 60 周年を記念するための内容
が大々的に盛り込まれた。
　裏表紙２には、『中国青年』創刊者の惲代英の写真と記念文章、元国家主席の毛沢東によっ
て四回にわたって書かれた『中国青年』という四文字の題字、1959 年 19 号に掲載されて
いた当時の国家総理である周恩来の題辞との３点が掲載された。また裏表紙３には、数号
分の表紙の写真が組み合わせて掲載されていた。右上の目立つところに、創刊号の目次ペー
ジの写真が掲載され、「1923 年 10 月 20 日に『中国青年』創刊第一号が上海で出版された」
との説明が加えられている。






























　以上、創刊 55 周年の記念記事（1978 年総刊号と第２号に掲載）と創刊 60 年の記念記















ここでは、創刊 65 周年＝ 1988 年 10 月号、創刊 70 周年＝ 1993 年 10 月号、創刊 75 周 
年＝ 1998 年 11 月号を中心にこのプロセスを追ってみたい。
c）1988 年 10 月号






















d）1993 年 10 月号
　1993 年 10 月号は『中国青年』創刊 70 周年の号である。1993 年創刊 70 周年を記念する










オロギー性の薄い絵という印象を与える作品である。また、内容ページ 16 ～ 17 ページに














e）1998 年 11 月号（75 周年）








































f）2003 年 10 月号（同年第 19 号）
　2003 年 10 月は『中国青年』創刊 80 周年に当たる月である。第 19 号、およびその前後




第 18 号、第 19 号、第 20 号と三号にわたり記事を連載をするというのは今までになかっ












































g）2008 年 10 月号＝第 19 号
















　上に 1978 年、1983 年、1988 年、1993 年のそれぞれ第 10 号の表紙を並べたが、これら
のサンプルから分かるように、1988 年までの表紙は、政治的符号（青年団の徽章及び青
年団員としての若者、軍人、「五四青年奨章」の徽章）が誌面全体を占めており、機関誌
としての同誌の性格がはっきりと現れている。一方、1993 年第 10 号の表紙は女性モデル
 ① 1978 年第 10 号 ② 1983 年第 10 号 ③ 1988 年第 10 号 ④ 1993 年 10 月号
    　 （第 10 号）
図２　サンプルの表紙




























1994 年には、同誌の月発行部数は 40 万部を下回っていたという。80 年代初期のピーク時
の発行部数 300 万部以上と比べると、大きく下落していたと想定できる。1993 年当時の『中
国青年』は、財政的支援が大幅にカットされた経営環境の中で、メディアとしていかに生
き残ってゆくべきかという危機的な問題に直面していたことが窺える。





























































は変わっていない」（1997 年第 11 号「総編集長手記」タイトル）、「我々は能力は限られ
ているが、誠の心がある。誠のこころがあれば、信頼してもらえると信じている。一所
懸命こつこつ頑張れば、いつかは収穫の時期が来るだろう」（1997 年第 11 号「編集長手





































たモチーフは、1998 年第３号から第 12 号までの「主要内容の紹介」ページの上のスペー
スに印刷された「『中国青年』を読み、人間の正道を歩む」との言葉であった。その後の
2001 年第 13 号から「青年の生存状態に注目し、青年の人生の需要に服務する」という言
葉が登場した。そして 2002 年第 14 号からは、「奮闘によって運命が変えられる。夢があ
るからこそあなたは特別な存在」が掲載されるようになった。
３－３－２　迎合から付き添いと励ましへ―2003 年の改版に見られる読者との関係
　2003 年１月から、雑誌はフルカラーの誌面に変わった。2003 年6月上半期号の第 11 号
から、目次欄の誌面が変わり、これを機に目次ページの右下に、「奮闘によって運命が変
えられる。夢のある人間こそ特別な存在」というモチーフとともに、「中国 NO. 1 の励志
雑誌」との宣伝文句が打ち出された。ここから、『中国青年』は「夢」に向かって「奮闘」
している若者を励ますことを雑誌の主旨にしていることをより明確に打ち出してゆくこと
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となる。






























生存状態に注目し、青年の人生の需要に服務する」（2001 年第 13 号より）などの宣伝フレー
ズが登場したが、市場経済が社会の各領域に浸透してゆく中で『中国青年』も少しずつ「正
しさ」の代表という自意識から離れ、現状肯定の立場を強めて市場経済を生きている若者











































点を確認しておこう。2008 年の改版は、1995 年、2003 年に続いて三回目の改版となるが、
その直接の原因となったのは、やはり購読部数の下落である。『中国出版年鑑』の統計に
よれば、2003 年の『中国青年』の購読部数は 25 万部であるが、2003 年の改版以降も、購
読部数は毎年 10％の勢いで減っていたという 11。実際、『中国出版年鑑』の統計コラム「毎
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の時期には読者の承認によって雑誌の価値を評価しようとしていた。2003 年の改版では、
市場経済を導入した社会の現実を積極的に肯定し、その社会の中でいかに「奮闘」して「運
命」を変えられるかが重要であるという論理を示し始め、それに対応するように、雑誌の
価値についてもメディアとしてのユニークさと実力をアピールすることによって評価しよ
うとするようになった。その際には運命を変えるという成功者の論理も重視されていたが、
「奮闘」そのものに価値が置かれていた。一方、2008 年の改版では、「先駆者」や「リーダー」
といったエリート＝成功者になることが重要であるとの論理を示し始め、青年に再び指導
的、権威的な態度を取り始めた。これに対応するように、メディアとしての実力よりも政
治的なつながりを利用して発行部数を上げようといった考え方が見られるようになった。
　このプロセスの中で、若者に対する認識が、政治的な存在としての「青年」から生活者
としての「読者」に変わり、さらにその「読者」が「奮闘している若者」から「先駆者」「リー
ダー」と称される成功者へと切り換わったのである。
　90 年代以降、中国社会で社会現実を語る際に用いられるディスコースは、「階級」、「革
命」のパラダイムから社会科学的な語り方へと変化してきたと言われるが、雑誌『中国青
年』を資料にして考察を行った本論文は、これをより詳細に確認し、さらには社会科学的
な語り方をするようになってから、どのよう解釈の枠組みに依拠してきたのかを明らかに
した。つまり、「又紅又専」から「理想主義」へ、「奮闘」から「リーダー」へというよう
に、政治的「正しさ」から道徳的「正しさ」の論理へ、さらには「奮闘」の過程そのもの
を重視する論理からから「奮闘」の結果＝「成功」を重視する論理への変化があったので
ある。いいかえるならば、本論文では中国社会を語る際にメディアで使われる社会科学的
な語り方が、どのよう論理に依拠して、時期によってどのように変化してきたのかを明ら
かにした。これにより、改革開放後における中国社会の時代的ディスコースの変化の一面
を発見することができたと思われる。
キーワード　時代的ディスコース　社会のあり方に対する解釈の枠組　雑誌の自己認識
 （WANGFeng）
